
 

2013年 12月 3日 

世界基金、日本の力強い貢献を歓迎 

 

ワシントン－世界エイズ・結核・マラリア対策基金は、本日、日本政府が、2014 年以降当面

の間に 8億ドルを拠出すると発表したことを心より歓迎します。これは日本の世界基金に対す

る力強く一貫した支援を裏付けるものです。 

 

この拠出は、世界基金第４次増資会合にて、総理特使である木原誠ニ外務大臣政務官によって

表明されます。本誓約は、先ほど（日本時間）12 月 3 日の夕刻に安倍晋三内閣総理大臣と米

国のジョー・バイデン副大統領の出席のもとに東京で行われた共同記者会見で公表されました。 

 

「日本政府がグローバル・ヘルス分野で指導的な役割をさらに強化し、ユニバーサル・ヘルス・

カバレッジ達成のためにたゆまぬ努力を続けていることに、心から祝意を表します」とナフシ

ア・ムボイ世界基金理事会議長は述べています。「世界基金は新しい資金供与モデルのもとで

より統合的・包括的なアプローチに移行しており、そこでは保健システム強化が大事なコンポ

ーネントとなっています。」 

 

世界基金が設立されてから 11 年間で日本は総額 18．6 億ドルを三大感染症対策のために拠出

し、主要ドナー国の一つとなっています。 

 

世界基金のマーク・ダイブル事務局長は「日本は、世界基金の創設以来、力強い支援者であり

パートナーであり続けてきました」と述べ、「三大感染症との闘いにおける日本の役割は他に

模範となるべきものであり、日本の人々による継続的な支援に心から感謝します」と語ってい

ます。 

 

2000年、沖縄に集った G8のリーダーたちは、エイズ、結核、マラリア対策のための“軍資金”

が必要であると決意を新たにしました。この呼びかけにより、世界基金を設立するという構想

が生まれました。その時点から、そして 2002 年に世界基金が正式に設立されてからも、日本

と世界基金は共通目的に向かって共に歩む緊密なパートナーであり続けています。 
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